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Ⅲ 関 連
かんれん

する他
ほか

の法 律
ほうりつ

との関 係
かんけい

 

【項 目
こうもく

】 

Ⅲ－１ 医 療
いりょう

 

 

医 療
いりょう

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では、障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

をめぐる現 状
げんじょう

を踏
ふ

まえつ

つ、障 害 者
しょうがいしゃ

は保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

ではなく権利
けんり

の主 体
しゅたい

であるとの考
かんが

えに立
た

ち、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の経 験
けいけん

に即
そく

した視点
してん

から、諸課題
しょかだい

への解 決
かいけつ

策
さく

につながるよう、制度
せいど

の在
あ

り方
かた

につき検 討
けんとう

を行
おこな

った。 

（第
だい

１期
き

（H22.10～12月
がつ

）には精 神
せいしん

医 療
いりょう

を中 心
ちゅうしん

に、第
だい

２期
き

（H23.1～6月
がつ

）

には、障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

を問
と

わず、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を支
ささ

える地域
ちいき

医 療
いりょう

を主 題
しゅだい

と

して検 討
けんとう

。） 

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

における障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を支
ささ

える医 療
いりょう

」の実 現
じつげん

に向
む

けた理念
りねん

と制度
せいど

基盤
きばん

の構 築
こうちく

 

【結 論
けつろん

】 

○障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で暮
く

らし社 会
しゃかい

参加
さんか

できるようにするためには、適 切
てきせつ

な

医 療
いりょう

の提 供
ていきょう

が不可欠
ふかけつ

である。医 療
いりょう

は、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び保健
ほけん

サービス
さ ー び す

と

の有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

を確保
かくほ

しながら 提 供
ていきょう

される 必 要
ひつよう

があるという、 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）の理念
りねん

は医 療
いりょう

保健
ほけん

の分野
ぶんや

にかかる法 律
ほうりつ

においても確 立
かくりつ

さ

れるべきである。 

○また、包 括 的
ほうかつてき

なサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の基盤
きばん

となるものとして、個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

に

対
たい

する相 談
そうだん

支援
しえん

の際
さい

、当 該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

・保健
ほけん

・医 療
いりょう

にわたるニーズ
に ー ず

に合
あ

った総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

が自己
じ こ

決 定
けってい

への支援
しえん

と一 体 的
いったいてき

に 提 供
ていきょう

さ

れることが必 要
ひつよう

である。このような本 人
ほんにん

の希望
きぼう

を踏
ふ

まえた総 合 的
そうごうてき

な支援
しえん

が総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）のみならず、医 療
いりょう

保健
ほけん

の分野
ぶんや

にかかる法 律
ほうりつ

にお

いても実施
じっし

できるよう、基盤
きばん

整備
せいび

が有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

の下
もと

になされなければなら

ない。 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する医 療
いりょう

は、疾 病
しっぺい

に対
たい

する治 療
ちりょう

を提
てい

供
きょう

する医 療
いりょう

（医 療
いりょう
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モデル
も で る

に基
もと

づく医 療
いりょう

）とは在
あ

るべき姿
すがた

を異
い

にする。医 療
いりょう

モデル
も で る

ではなく個々
こ こ

の 障 害 者
しょうがいしゃ

の 生 活
せいかつ

の 状 況
じょうきょう

を基盤
きばん

として、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を 支
ささ

える不可欠
ふかけつ

の

サービス
さ ー び す

として、医 療
いりょう

が、保健
ほけん

、福祉
ふくし

、生 活
せいかつ

支援
しえん

のサービス
さ ー び す

と有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

を

確保
かくほ

しつつ提 供
ていきょう

されることが重 要
じゅうよう

である。このような観 点
かんてん

から、障 害 者
しょうがいしゃ

に

対
たい

する地域
ちいき

医 療
いりょう

をさらに向 上
こうじょう

発 展
はってん

させていくための理念
りねん

と制度
せいど

基盤
きばん

の

構 築
こうちく

が、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）のみならず医 療 法
いりょうほう

、地域
ちいき

保健法
ほけんほう

等
とう

の関 係
かんけい

法 令
ほうれい

のもとでも必 要
ひつよう

である。 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

の見直
みなお

し 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

の見直
みなお

しに際
さい

しては、現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

制度
せいど

のみならず、特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

、小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

、 高 額
こうがく

療 養 費
りょうようひ

制度
せいど

、都道府県
とどうふけん

の 重 度
じゅうど

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

制度
せいど

等
とう

を総 合 的
そうごうてき

に検 討
けんとう

の対 象
たいしょう

とする必 要
ひつよう

が

ある。 

【説 明
せつめい

】 

 地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する障 害 者
しょうがいしゃ

は、障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

にもよるが、外 来
がいらい

等
とう

により

反 復
はんぷく

継 続
けいぞく

して医 療
いりょう

を受
う

ける必 要
ひつよう

がある場合
ばあい

が多
おお

く、その経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

は

本 人
ほんにん

の負担
ふたん

能 力
のうりょく

に比
ひ

して過 重
かじゅう

となりやすい。また、必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

が適時
てきじ

的 確
てきかく

に受
う

けられるようにすることは障 害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

を予防
よぼう

する観 点
かんてん

からも

重 要
じゅうよう

であり、経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

の過 重 感
かじゅうかん

からこれが妨
さまた

げられることがあっては

ならない。こうした観 点
かんてん

から、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

のみならず、様 々
さまざま

な医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

に基
もと

づき講
こう

じられている負担
ふたん

軽 減
けいげん

の仕組
し く

みを総 合 的
そうごうてき

に検 討
けんとう

して

いく必 要
ひつよう

がある。 

 

【表 題
ひょうだい

】医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

のにない手
て

の確保
かくほ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 重 度
じゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

するため、 日 常 的
にちじょうてき

に 必 要
ひつよう

となる

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

のにない手
て

を増
ふ

やしていく必 要
ひつよう

があり、介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

に関
かん

す
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る法 令 上
ほうれいじょう

の規定
きてい

の整備
せいび

や医 療
いりょう

関 連
かんれん

職 種
しょくしゅ

に関
かん

する法 令
ほうれい

との調 整
ちょうせい

が

必 要
ひつよう

である。 

○ その際
さい

、介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

が不特定
ふとくてい

多数
たすう

の対 象 者
たいしょうしゃ

へ当 該
とうがい

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を行
おこな

う場合
ばあい

（入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

でのケア
け あ

等
とう

）と、にない手
て

が個別的
こべつてき

に特 定
とくてい

の対 象 者
たいしょうしゃ

へ

特 定
とくてい

のケア
け あ

を行
おこな

う場合
ばあい

（学 校
がっこう

や在 宅
ざいたく

でのケア
け あ

等
とう

）を区別
くべつ

し、それぞれ

に相応
ふさわ

しい柔 軟
じゅうなん

な実施
じっし

体 制
たいせい

の整備
せいび

が図
はか

られるべき。 

【説 明
せつめい

】 

平 成
へいせい

23年
ねん

の社 会
しゃかい

福祉士法
ふくししほう

、介護
かいご

福祉士法
ふくししほう

の改 正
かいせい

により、平 成
へいせい

24年度
ねんど

か

ら、たんの吸 引
きゅういん

と経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

について、看護師
かんごし

等
とう

だけでなく、一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

を受
う

けた介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

も行
おこな

うことができるようになった。研 修
けんしゅう

受 講
じゅこう

の便宜
べんぎ

を

図
はか

りつつ、これらの医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

をになう介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

を増
ふ

やしていくととも

に、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を日 常 的
にちじょうてき

に必 要
ひつよう

とするより多
た

くの障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で円 滑
えんかつ

に生 活
せいかつ

を送
おく

れるよう介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

が実施
じっし

できる医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の範囲
はんい

をさらに

拡 大
かくだい

することも検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【表 題
ひょうだい

】重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

や重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

にとっては、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

と 相
あい

まって、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

るうえでの

ニーズ
に ー ず

に 即
そく

した 医 療
いりょう

サービス
さ ー び す

が身近
みぢか

なところで受
う

けられる 体 制
たいせい

と、

日 常 的
にちじょうてき

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が日頃
ひごろ

介 助
かいじょ

している介 助 者
かいじょしゃ

によって行
おこな

いうる

体 制
たいせい

を構 築
こうちく

することが必 要
ひつよう

である。同時
どうじ

に、ショートステイ
し ょ ー と す て い

も含
ふく

めた

施設
しせつ

への入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

機能
きのう

の確保
かくほ

も重 要
じゅうよう

である。 

【説 明
せつめい

】 

 障 害
しょうがい

が重 度
じゅうど

であっても地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるよう支援
しえん

を講
こう

じていくことが

重 要
じゅうよう

。このためには、長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

と相
あい

まって、日 常 的
にちじょうてき

な

医 療
いりょう

の提 供
ていきょう

が確保
かくほ

されること、また、生 命
せいめい

と生 活
せいかつ

のセーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

とし

ての施設
しせつ

機能
きのう

が確保
かくほ

されることが重 要
じゅうよう

であり、そのための関 係
かんけい

法 令
ほうれい

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

となる。 
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【表 題
ひょうだい

】難 病
なんびょう

等
とう

のある障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 難 病
なんびょう

その他
た

の希 尐
きしょう

疾 患
しっかん

等
とう

のある障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、身近
みぢか

なところで

専 門 性
せんもんせい

のある医 療
いりょう

を受
う

けることができる体 制
たいせい

及
およ

び医 療
いりょう

を受
う

けながら

働
はたら

き続
つづ

けることのできる就 労
しゅうろう

環 境
かんきょう

が求
もと

められ、このための法 令
ほうれい

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

【説 明
せつめい

】 

難 病
なんびょう

等
とう

にかかる障 害 者
しょうがいしゃ

について、概 念
がいねん

整理
せいり

を進
すす

める必 要
ひつよう

があるが、

難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

のある人
ひと

も含
ふく

むよう幅 広
はばひろ

くとらえ、それらの人
ひと

に対
たい

して

は総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）にもとづく生 活
せいかつ

支援
しえん

が講
こう

じられるとともに、医 療
いりょう

及
およ

び就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

の法 令
ほうれい

において、医 療
いりょう

を受
う

けながら地域
ちいき

生 活
せいかつ

、特
とく

に働
はたら

き続
つづ

け

ることができる環 境
かんきょう

の整備
せいび

について規定
きてい

していくことが必 要
ひつよう

である。 

 

【表 題
ひょうだい

】精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、安 心
あんしん

して地域
ちいき

社 会
しゃかい

で

自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を送
おく

るための生 活
せいかつ

支援
しえん

や相 談
そうだん

支援
しえん

が求
もと

められるが、医 療
いりょう

の分野
ぶんや

においては福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

と連 携
れんけい

しつつ、地域
ちいき

の身近
みぢか

なところで必 要
ひつよう

な通 院
つういん

医 療
いりょう

や訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

を受
う

けられる体 制
たいせい

が求
もと

められる。 

○精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が調 子
ちょうし

を崩
くず

したとき、家族
かぞく

との関 係
かんけい

が一時的
いちじてき

に悪化
あっか

したと

き 等
とう

に 、 入 所
にゅうしょ

、 入 院
にゅういん

を 防
ふせ

ぐ あ る い は 再 発
さいはつ

予防
よぼう

の た め の

ドロップインセンタ
ど ろ っ ぷ い ん せ ん た

ーとして、 必 要
ひつよう

時
とき

にすぐに 使
つか

えるレスパイト
れ す ぱ い と

や

ショートステイ
し ょ ー と す て い

が必 要
ひつよう

である。その際
さい

、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に依
よ

らず使
つか

える仕組
し く

みとすることが必 要
ひつよう

である。 

【説 明
せつめい

】 

地域
ちいき

移行
いこう

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

、相 談
そうだん

支援
しえん

の項
こう

におけるセンタ
せ ん た

ーの機能
きのう

は、この項
こう

とも密 接
みっせつ

に関 係
かんけい

する。 

（※ なお、人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の観 点
かんてん

からの社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

、地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

に
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ついては、別 項
べっこう

で記 述
きじゅつ

する。） 

 

【表 題
ひょうだい

】発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるためには、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づ

く生 活
せいかつ

支援
しえん

とともに、身近
みぢか

なところで専 門 的
せんもんてき

な治 療
ちりょう

や療 育
りょういく

をうけられ

る体 制
たいせい

の整備
せいび

が求
もと

められる。 

【説 明
せつめい

】 

特
とく

に、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の診 断
しんだん

・治 療
ちりょう

・療 育
りょういく

に係
かかわ

る指針
ししん

等
とう

を普
ふ

及
きゅう

させ、こ

れらを担
にな

う能 力
のうりょく

を十 分
じゅうぶん

に備
そな

えた医師
い し

等
とう

の医 療
いりょう

従 事 者
じゅうじしゃ

を増
ふ

やすことによ

り、医 療
いりょう

の質
しつ

を上
あ

げる(不必要
ふひつよう

な投 薬
とうやく

を避
さ

け、適 切
てきせつ

な支援
しえん

を提
てい

供
きょう

する)こ

とが求
もと

められる。 

 

【表 題
ひょうだい

】精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に係
かかわ

る非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

や入 院 中
にゅういんちゅう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 関 係
かんけい

する法 律
ほうりつ

（精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

、医
い

療 法
りょうほう

等
とう

）を抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、以下
い か

の事項
じこう

を盛
も

り込
こ

むべきである。 

いわゆる社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を解
かい

消
け

し、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

社 会
しゃかい

で自立
じりつ

（自律
じりつ

）

した生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、権利
けんり

の保 障
ほしょう

を踏
ふ

まえた規定
きてい

を整備
せいび

する

こと 

非自発的
ひじはつてき

な入 院
にゅういん

や入 院 中
にゅういんちゅう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

については、人 権
じんけん

制 約
せいやく

を伴
ともな

うも

のであることから、本 人
ほんにん

の意
い

に反
はん

した又
また

は本 人
ほんにん

の意思
い し

を確 認
かくにん

することが

できない状 況 下
じょうきょうか

での適 正
てきせい

な手 続
てつづき

に係
かかわ

る規定
きてい

とともに、人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の

観 点
かんてん

から第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

による監視
かんし

を含
ふく

む適 切
てきせつ

な運 用
うんよう

がなされることを

担保
たんぽ

する規定
きてい

を整備
せいび

すること 

・その際
さい

、第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

の必 要
ひつよう

経費
けいひ

は、国庫
こっこ

が負担
ふたん

すること 

【説 明
せつめい

】 

 関 連
かんれん

して、 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

の 入 院
にゅういん

ニーズ
に ー ず

を精査
せいさ

し、 国
くに

並
なら

びに都道府県
とどうふけん

は

精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

の 削 減
さくげん

計 画
けいかく

を立
た

て、 入 院
にゅういん

に代
か

わる地域
ちいき

での 医 療
いりょう

体 制
たいせい

を
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構 築
こうちく

することが必 要
ひつよう

である。これは、地域
ちいき

移行
いこう

、資源
しげん

整備
せいび

の項
こう

における計 画
けいかく

とも密 接
みっせつ

に関 連
かんれん

する。 

同時
どうじ

に、医師
い し

や看護師
かんごし

等
とう

の精 神
せいしん

医 療
いりょう

に充
あ

てる人 員
じんいん

の標 準
ひょうじゅん

を一 般
いっぱん

医 療
いりょう

より尐
すく

なく設 定
せってい

している現 行
げんこう

の基 準
きじゅん

を改
あらた

め、必 要
ひつよう

最 低 限
さいていげん

の適 正
てきせい

な

病 床 数
びょうしょうすう

と必 要
ひつよう

な人 員
じんいん

を配置
はいち

し、精 神
せいしん

医 療
いりょう

の質
しつ

を向 上
こうじょう

するための根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

ける必 要
ひつよう

がある。 

 

【表 題
ひょうだい

】保護者
ほごしゃ

制度
せいど

 

【結 論
けつろん

】 

○ 保護者
ほごしゃ

制度
せいど

は廃
はい

止
よ

し、これに代
か

わる公 的
こうてき

制度
せいど

を確 立
かくりつ

するべきである。 

【説 明
せつめい

】 

医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に係
かかわ

る同意
どうい

を含
ふく

む「保護者
ほごしゃ

制度
せいど

」の問 題 点
もんだいてん

を解
かい

消
しょう

するた

めに、自
みずか

らの判 断
はんだん

と選 択
せんたく

による医 療
いりょう

の利用
りよう

が保 障
ほしょう

されるべきことを確 認
かくにん

するとともに、非自発的
ひじはつてき

な入 院
にゅういん

等
とう

の際
さい

に公 的
こうてき

機関
きかん

がその責 任
せきにん

を果
は

たす制度
せいど

を構 築
こうちく

し、その導 入
どうにゅう

に伴
ともな

い保護者
ほごしゃ

制度
せいど

は廃止
はいし

する。 

 

【表 題
ひょうだい

】精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の入 院
にゅういん

に係
かかわ

る病 室
びょうしつ

の規定
きてい

の見直
みなお

し 

【結 論
けつろん

】 

○ 精 神 病
せいしんびょう

患 者
かんじゃ

を精 神
せいしん

病 室
びょうしつ

でない病 室
びょうしつ

に入 院
にゅういん

させないこととしている

医 療 法
いりょうほう

施行
しこう

規則
きそく

第
だい

１０条
じょう

三 項
さんこう

を廃止
はいし

する。 

【説 明
せつめい

】 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が精 神
せいしん

疾 患
しっかん

を持
も

ちながら地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するには、一 般
いっぱん

病 院
びょういん

を含
ふく

め身近
みぢか

なところで通 院
つういん

や往
おう

診
しん

などを受 診
じゅしん

できることが重 要
じゅうよう

となる。

精 神
せいしん

疾 患
しっかん

の 治 療
ちりょう

の場
ば

を 他
ほか

疾 患
しっかん

と 同 様
どうよう

に 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

の 中
なか

に組
く

み込
こ

み

精神科
せいしんか

医 療
いりょう

へのアクセス
あ く せ す

をよくすることは、再 発
さいはつ

予防
よぼう

や早期
そうき

発 見
はっけん

につなが

る。また、医 療
いりょう

従 事 者
じゅうじしゃ

や市民
しみん

が抱
いだ

く精神科
せいしんか

医 療
いりょう

への抵 抗 感
ていこうかん

や偏
へん

見
けん

をな

くし、ひいては地域
ちいき

移行
いこう

の推 進
すいしん

にもつながる。その障 壁
しょうへき

となっている当 該
とうがい

規定
きてい

は廃
はい

止
よ

すべき。 
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【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する歯科
し か

保健
ほけん

・歯科
し か

医 療
いりょう

の充 実
じゅうじつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

、特
とく

にアテトーゼ
あ て と ー ぜ

や行 動
こうどう

障 害
しょうがい

を伴
ともな

う障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、身近
みぢか

なと

ころで歯科
し か

保健
ほけん

サービス
さ ー び す

及
およ

び歯科
し か

医 療
いりょう

を提
てい

供
きょう

する体 制
たいせい

の整備
せいび

・充 実
じゅうじつ

の

ため、院 内
いんない

で治 療
ちりょう

できるよう、物 的
ぶってき

設備
せつび

の整備
せいび

支援
しえん

、医師
い し

等
とう

に対
たい

する

障 害
しょうがい

に関
かん

する研 修
けんしゅう

、訪 問
ほうもん

治 療
ちりょう

等
とう

につき、医
い

療 法
りょうほう

等
とう

の関 連
かんれん

法 令
ほうれい

の

規定
きてい

の見直
みなお

しが必 要
ひつよう

である。 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって歯科
し か

治 療
ちりょう

を円 滑
えんかつ

に受
う

けることが困 難
こんなん

な状 況
じょうきょう

が依然
いぜん

と

して存 在
そんざい

する。歯科
し か

医 療
いりょう

及
およ

び予防
よぼう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、健 康
けんこう

保持
ほ じ

、学 習
がくしゅう

発 達
はったつ

（特
とく

に障 害 児
しょうがいじ

）、生 活
せいかつ

機能
きのう

の回 復
かいふく

向 上
こうじょう

に重 要
じゅうよう

であり、現 状
げんじょう

の改 善
かいぜん

が不可欠
ふかけつ

である。 
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